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新型コロナウイルス感染症拡大による 

兵庫県下の博物館の臨時休館および再開館後の対策

橋 本 佳 延  1)

Temporary closure to prevent the transmission of the novel 
coronavirus infection (COVID-19) and the countermeasures against 
the COVID-19 after reopening of the major museums in Hyogo 
Prefecture during the spread of the COVID-19 pandemic in Japan

Yoshinobu HASHIMOTO 1) 

要　　旨

日本で新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染者が確認された 2020 年 1 月から感染者数の増

大を経て小康状態に至った 2020 年 6 月下旬までの期間における，兵庫県下の 97 館の博物館の臨時休館状

況と再開館後の感染症対策項目について，各館のホームページとソーシャルネットワーキングアカウント上

の情報を元に調査した．結果，臨時休館開始日は最も早い館で 2 月 26 日，最も遅い館で 4 月 24 日であり，

4 月 7 日から 4 月 24 日に休館を開始した館が 56 館と最も多かった．臨時休館日数は，最短で 21 日，最

長で 120 日，46 ～ 60 日間休館した館が 32 館と最も多かった．再開館後の感染症対策項目で多くの館が

実施していたものは「マスク着用」，「体調不良・発熱する方の入館拒否」，「入口等でのアルコール手指消毒」，

「入館時の連絡先聴取」，「ソーシャルディスタンスの呼びかけ」，「混雑時の入場数制限」，「検温」だった．

キーワード：マスク着用，手指消毒，ソーシャルディスタンス，入館拒否，入場数制限，緊急事態宣言

（2020 年 7 月 28 日受付，2020 年 10 月 22 日受理，2021 年 1 月 20 日発行）

はじめに

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は，2019

年 12 月に中華人民共和国湖北省武漢市において確認さ

れたもので，WHO が 2020 年 1 月 30 日に国際的に懸

念される公衆衛生上の緊急事態を宣言した感染症である

（国立感染症研究所感染症疫学センター，2020）．新型

コロナウイルス感染症は，発熱，咳，強い全身倦怠感な

どの初期症状を伴い，肺炎になると息苦しさや胸の痛み

を感じ，重症化して死に至る可能性がある疾病であり，

飛沫感染や接触感染によって広がることが分かっている

が，未知の部分が多く，有効な治療薬やワクチンが現時

点で存在しない（亀田，2020）．2020 年 6 月 10 日 12

時現在の感染者数（死亡者数）は世界で 7,318,329 例

（415,097 例），日本国内では PCR 検査陽性者 17,292

例，うち死亡者 920 例が報告されており（国立感染症

研究所感染症疫学センター，2020），国内外で猛威を振

るっている．

日本国内においては新型コロナウイルス感染症の感染

者が確認された 1 月 16 日以降，感染症が全国規模に拡

大したため，政府はその抑制を目的として外出自粛や休

業要請など国民の様々な社会活動を制限する緊急事態宣
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言を 4 月 7 日に発出した（5 月 25 日に全国的に解除）．

緊急事態宣言解除後も感染症の完全終息には至っていな

いため，その拡大防止のための「新しい生活様式」（新

型コロナウイルス感染症対策専門家会議「新型コロナウ

イルス感染症対策の状況分析・提言」（2020 年 5 月 4

日））を適用しながら，社会活動の制限を段階的に緩和

するとともに，予測されている新型コロナウイルス感染

症の第 2 波，第 3 波（亀田，2020）へ備えることが求

められているところである．しかしながら、日本では，

2002 年に中国南部の広東省を起源に世界的規模で集団

発生した重症急性呼吸器症候群（SARS）（重松・岡部，

2005）や 2012 年 9 月以降に世界で患者が報告されて

いる中東呼吸器症候群（MERS）（国立感染症研究所，

2019）などの世界的規模で問題となった感染症の，国

内での蔓延を逃れたこともあり，新型感染症の厄災への

博物館施設の対応についての前例がなく、その記録や資

料が存在しない．

この状況下において，博物館，美術館，郷土館，科学

館などの施設 ( 以下、「博物館」とする ) も臨時休館を

余儀なくされ，再開館後も様々な制約の下で感染症拡大

防止の対策を図りながら，段階的に事業を再開している．

再開にあたっては、全国の博物館員は，国際組織や政

府，業界団体から随時発信される断片的な情報を収集し，

SNS 等を活用し博物館同士の情報共有を行いながら（例

えば，Facebook グループ　ミュージアムの新型コロ

ナウィルス対応情報共有や，Facebook グループ　博

物館再開のための自然史系学芸員 Zoom 不定期ミーテ

ィング）手探りの状態で対応にあたらざるを得なかった．

このような全国規模の厄災の下，国内の博物館がどの

ような対応をせまられ，どのような対策を講じて再開を

果たしたかについて記録し，後世に資料として残すこと

は，今後，同様の厄災に直面した際に対応にあたる博物

館員に有用な判断材料を提供するために不可欠と考えら

れる．

そこで本稿では，日本国内の新型コロナウイルス感染

症の第 1 波が小康状態になったと考えられる 2020 年 6

月中旬を区切りとして，兵庫県における主要な博物館が，

新型コロナウイルス感染症拡大により，どの程度長期の

臨時休館を余儀なくされたか，また再開にあたってどの

ような感染症対策を講じたのかを調査し取りまとめたの

で報告する．

新型コロナウイルス感染症の国内での 

影響の概要

新型コロナウイルス感染症に関する世界，国内，兵庫

県内での動きについて付表 1 に，全国と兵庫県におけ

る PCR 検査陽性者数の変化（単日）を付図１に示し，

これらをもとに新型コロナウイルス感染症の影響の概略

をまとめた．

新型コロナウイルス感染症は 2020 年 1 月 14 日に

WHO がその存在を確認したことを公表し，1 月 16 日

には日本国内での初の感染者が確認されたことで，日本

国内でもそのリスクが認知されるようになった．

世界的な動向では，1 月 23 日に中国が国内（武漢）

での拡大を防ぐために都市封鎖を実施し，1 月 30 日に

は WHO が国際的な緊急事態と宣言，世界的な感染拡

大への警戒を強めた．しかし警戒を強めたのとは裏腹に

世界的に感染症が拡大し，3 月 11 日には WHO がパン

デミックとの評価を公表するに至り，その影響は現在も

なお終息の見通しが立っていない．

国内では，WHO の国際的な緊急事態との宣言以降，

感染症対策本部の設置，指定感染症への指定などの対策

準備が進めてられてきた．しかし，2 月 3 日に乗客の感

染が確認されたクルーズ船の横浜港への入港に伴う防疫

に政府が対応する中，2 月 13 日に国内での初の感染者

の死亡例が確認されるなど，感染症は拡大傾向へとシフ

トした．そのため，全国で感染拡大への警戒が強めら

れ，2 月 28 日には感染者数の増加が顕著であった北海

道で県独自の緊急事態宣言の発出，全国の小中高校への

3 月 2 日からの臨時休校を政府が要請，4 月 7 日からは

一部の地域を対象に，4 月 16 日からは全都道府県を対

象に緊急事態宣言の発出などが行われ，以後，緊急事態

宣言が全面的に解除された 5 月 25 日までの 1 ヶ月以上

にわたり，教育現場だけでなく，あらゆる業種・分野の

社会機能が大きく制限される状況となった．この影響で

全国各地の，博物館の活動も制限され，臨時休館やイベ

ントの中止などが続いた．

5 月 25 日に全国での緊急事態宣言は解除となったも

のの，国内での新型コロナウイルス感染症への警戒が必

要な状況が続くため，政府は緊急事態宣言下でかけられ

ていた国民の社会的な活動の制約については段階的に緩

和することとし，その緩和の目安を公表，新規感染者の

発生も小康状態となった 6 月 18 日からは全国的な都道

府県をまたぐ移動の制限を緩和するに至った．

兵庫県下においては，1 月 28 日に新型コロナウイル

ス感染症警戒本部が設置された．3 月 1 日に県内初の感

染者が，3 月 11 日に初の死亡者が確認されるなど，以

後，感染症の拡大が続いた．学校教育，博物館活動に関

わる対応としては，国の要請に呼応し 3 月 3 日からの

県立学校の臨時休業を開始，数度の延長を繰り返して 5

月 31 日まで公立学校で臨時休校の措置がなされ，博物

館を含む県立の社会教育施設についても 3 月 4 日から

5 月 31 日まで臨時休館（途中，一度の再開館を行った

ものも含む）の措置がなされた．

5 月 21 日に緊急事態宣言の対象地域から解除され，
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5 月 25 日には全国の緊急事態宣言が解除されたことか

ら，6 月 1 日より公立学校の臨時休校が解除され，6 月

14 日までの分散登校期間を経て 6 月 15 日から通常授

業が再開となり，学校教育の機会は回復に向かった．

方　　法

調査対象は兵庫県博物館協会に加盟し，兵庫県博物館

協会 HP に掲載されている博物館のうち，公式ホーム

ページがある 97 館を対象とした．

本調査では，新型コロナウイルス感染症拡大の第 1

波の終息の時期を，政府が全国を対象として都道府県を

またぐ移動についての外出自粛要請を緩和した 2020 年

6 月 19 日とみなし，2020 年 1 月 1 日以降から 7 月 4

日の期間における各博物館の臨時休館期間および再開館

時の感染症予防対策についての情報を，各館の公式ホー

ムページ（HP）およびソーシャルネットワーキングサ

ービス（SNS）アカウントを閲覧して収集し，一覧表

にまとめた．なお，公式 HP・SNS に臨時休館開始日

および再開館日の記載のない館に対しては，直接問い合

わせて確認した．情報収集は 2020 年 6 月 20 日から 7

月 4 日にかけて行った．

一覧表では，臨時休館期間と感染症対策の 2 つに大

別して記録した．臨時休館期間については，臨時休館開

始日，再開館日，休館日数の 3 項目について記録した．

なお，臨時休館を複数回実施したものについては，最後

に実施した臨時休館の開始日および再開館日を記載し

た．

感染症対策については，各館が掲げる感染症対策を「入

場時の制限」「入場時の来館者への要請」「館内での来館

者への要請」「密集低減対策」「設備使用とサービスの制

限」「密接低減対策」「密閉低減対策」「感染源抑制」の

8 つの大項目に分類し，さらに各大項目内にて具体的な

対策内容が分かる小項目の類型化を行った．

感染症対策においては，来館者に対して様々な行動制

限や協力を要請するものが存在し，その要請のレベルに

は強弱がある（例えば，入館を拒否する場合と来館の自

粛を依頼する場合，マスクの着用を必須とする場合と

着用の協力を要請する場合など）．しかし，各館の HP，

SNS 上での記載では，来館者からもたれる印象を和ら

げる配慮から直接的な表現が避けられ，多様な語尾表現

が用いられており，実際の現場における感染症対策運用

上の強度と一致しない可能性は否定できない．そこで，

本調査では，各語尾表現が示す要請の強度の判断のため

の基準を表 1 のように定め，文章の前後の文脈も勘案

して，その強度を判断し，記録した．

結　　果

臨時休館実施の状況

新型コロナウイルス感染症拡大による兵庫県下の主要

な博物館施設における臨時休館期間および再開館時の感

染症対策の結果を表 2 に，臨時休館期間ごとの館数を

図 1 に示す．調査対象の 97 館のうち，5 館については

展示リニューアルなど新型コロナウイルス感染症とは関

係のない事由で休館していた（表 2）．以下の解析には

この 5 館を除く 92 館を対象とした．

臨時休館期間についてみると，臨時休館開始日は，最

も早く開始した館で 2 月 26 日，最も遅く開始した館で

4 月 24 日であった．

臨時休館開始の時期は，2 月 29 日から 3 月 1 日にか

けて ( 臨休時期① ) 開始した館が 6 館，3 月 2 日から 3

月 12 日にかけて（臨休時期②）開始した館は 23 館，

3 月 20 日から 4 月 6 日にかけて（臨休時期③）に開始

した館は 6 館，4 月 7 日から 4 月 24 日にかけて（臨休

時期④）開始した館は 56 館だった．臨休時期①につい

ては 2 月 27 日に首相が 3 月 2 日からの全国全ての小

中高校に臨時休校要請の考えを公表したことに，臨休時

期②は多くの自治体で臨時休校が開始したことに，臨休

時期③については，3 月 19 日に大阪府・兵庫県が 3 連

休の大阪府・兵庫県外への往来ならびに府県内の外出自

粛を要請したことに，臨休時期④は 4 月 7 日に政府が

表 1 本調査における，感染症対策の来館者への要請文の語尾表現と要請強度の対応の判断基準．
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緊急事態宣言を発出したことに，呼応していた．

再開館の状況をみると，再開館開始の時期は，5 月 7

日から 13 日にかけて（再開時期①）再開した館は 2 館，

5 月 18 日から 5 月 20 日にかけて（再開時期②）再開

した館は 14 館，5 月 21 日から 5 月 31 日にかけて（再

開時期③）再開した館は 20 館，6 月 1 日から 16 日に

かけて（再開時期④）再開した館は 45 館，6 月 17 日

以降に（再開時期⑤）再開した館は 5 館であった．再

開時期①は 4 月 7 日に政府が緊急事態宣言を発出し，

期間を 5 月 6 日までとしたことや，4 月 13 日に県が県

立学校の臨時休業を 5 月 6 日まで延長を決定したこと

に呼応していた．再開時期②は 5 月 14 日に政府が 39

件の緊急事態宣言を解除したことに，再開時期③は 5

月21日に緊急事態宣言が関西地域で解除されたことに，

再開時期④は 6 月 1 日から兵庫県下の公立学校の臨時

休校が解除され分散登校が開始したことに，再開時期⑤

は政府が都道府県をまたぐ移動について 6 月 18 日から

全国を対象に緩和する目安を発表したことに，呼応して

いた．

休館日数についてみると、調査対象のうち 6 館につ

いては，臨時休館からの再開館を果たせていなかった．

臨時休館日数については，最短で 21 日，最長で 120 日

で，臨時休館日数が 46 ～ 60 日の館が 32 館と最も多

く，次いで 31 ～ 45 日の館が 20 館，76 ～ 90 日が 16

館であった（図 1）．

各館の感染症拡大防止対策の状況

再開館時の感染症対策について，大項目別にみると，

入館時の制限の項目では，「体調不良・発熱する方の入

館拒否」，「団体受入の休止」，「直近 2 週間以内の感染

拡大国・地域渡航者への入館拒否または来館自粛要請」，

「濃厚接触者への入館拒否または来館自粛要請」，「同一

都道府県内・市町村内在住者限定での来館受入」，「高齢

者・基礎疾患者で感染リスクを心配する方への自粛要

請」，「遠方居住者への自粛要請」の 7 つの対応がみられ，

「体調不良・発熱する方の入館拒否」は再開した 86 館

中 62 館が実施していた．

入館時の来館者への要請の項目では，「マスク着用」，

「入口等でのアルコール手指消毒」，「入館時の連絡先聴

取」，「検温の実施」，「ヘルスチェックシート提出の要請」

の 5 つの対応がみられた．実施が多かった「マスク着

用」，「入口等でのアルコール手指消毒」，「入館時の連絡

先聴取」について，必須としていた館の割合は順に 36％，

21％，39％であった．

館内での来館者への要請の項目では，「ソーシャルデ

ィスタンスの呼びかけ」，「大声での会話の自粛要請」，「一

般的感染症対策（手洗い・咳エチケット）の依頼」，「展

示ケース等に触れない」，「順路に沿った観覧の要請」，「飲

食の制限」，「滞在時間の上限設定」，「トイレの蓋を閉め

て流す事を要請」「マスクや鼻水・唾液付着ごみの廃棄

の禁止」の 9 つの対応がみられ，「ソーシャルディスタ

ンスの呼びかけ」は半数以上の館で実施されていた．

密集低減対策の項目では，「混雑時の入場制限」，「入

館上限の公表」「事前予約制の導入」，「整理券対応の一

部実施」の 4 つの対応がみられた．

設備使用とサービスの制限の項目では「一部展示の閉

鎖」，「イベント・ギャラリートーク等の休止」，「ハンズ

オン展示の休止」，「情報コーナー・図書の休止」，「飲食

店・自販機の休止」，「タッチパネル・VR・音声端末の

休止」，「ショップ・物販 休憩コーナーの休止」，「クロ

ーク・コインロッカーの休止」，「ハンドドライヤーの休

止」，「休憩用ベンチの使用停止（一部撤去も含む）」，「ウ

ォータークーラー使用停止」，「開館時間短縮」，「ゴミ箱

撤去・使用停止」，「開館曜日の間引き」，「入館入口を限

定」，「喫煙コーナーの休止」，「授乳室・おむつ交換台の

使用休止」，「貸ベビーカーの休止」の 18 の対応がみら

れた．

密接低減対策の項目では，「職員マスク着用」，「受付

等での飛沫シールド設置」，「職員定期的手洗い」，「トレ

ーを介した物品受け渡し」，「座席を 2m 間隔に離す措置，

または間引く措置」，「受付業務職員の手袋着用」，「代表

者一括対応（金銭・物品授受）」，「職員フェイスシール

ド・ゴーグル・メガネ着用」，「フロアマーカー設置」，「職

員定期的うがい」，「対面での問い合わせ・相談対応」の

11 の対応がみられた．

密閉低減対策の項目では「入口または窓の開放」，「換

気扇の稼働・機械空調の適正運用（強制換気も含む）」，「エ

レベーターの使用制限（必要な人に限る）」の 3 つの対

応がみられた．図 1 兵庫県の博物館での臨時休館期間と館数．
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感染源抑制の項目では「手すり等の消毒の実施」，「消

毒液の多数設置」，「清掃強化」，「スタッフの健康管理（検

温等）」，「ハンズオン展示の消毒」の 5 つの対応がみら

れた．
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表 2　調新型コロナウイルス感染症拡大による兵庫県下の博物館 97 施設における臨時休館期間および再開館時の感染症対策

　　　（･･･ は WEB・SNS 上で言及がなく，実施の有無は確認出来ていない事を示す）．
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